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Ⅰ　はじめに
　都市化，情報化，少子高齢化などの社会変化は，様々
な立場の人々の間の円滑なコミュニケーションを困難
にしている。都市化に伴って増加した隣人や見知らぬ
人との意思　疎通，情報化による情報機器を介しての
間接的な意思疎通，少子高齢化により変容した異なる
世代との意思疎通など，人間関係の希薄化ゆえに，立
場の異なる人を尊重しながら，コミュニケーションを
図ることが重要である。これからの学校教育において
は，集団の中で自分の意見をわかりやすく整理して的
確に伝える発信力や相手が話しやすい環境をつくり，
適切な質問で相手の意見を引き出す傾聴力をはじめ，
柔軟性や情況把握力を備えた「開かれた個」を育てる
ことが求められる。国語科はその中心を担う教科とし
て，学び合う集団づくりの土台となる対話力の育成を
リードしていく大切な使命がある。
　これまでの学校教育では，先進的な知識の吸収に
偏っていたり，進学や入試を目的とした知識志向が強
かったりしたため，互いに知識を共有したり，そこか
ら新しいものを生み出したりするという機会は少な
かった。これからの国語科では，個の読みの創造から，
他者と関係を結び，読みを共有しながら他者と協働し
て読みを深める学習が大切になる。様々な立場に立っ
て自分なりに思い描いた考えを他者に提示したり，相
手の考えの根拠に思いを巡らしたりしながら，「開か
れた個」として他者と読みを伝え合うための対話力を

身に付けた子どもを育てることこそが，今後の国語科
学習において望まれる。

Ⅱ　研究主題の説明
1　伝え合う楽しさ
　伝え合う楽しさとは，自分がもっている知識や技能
を駆使して自分の思いや考えを相手に伝えようと努力
し，それらが伝わったときに味わう喜びや感動である。
伝え合う楽しさを味わわせるためには，子どもの課題
意識を大切にした動機付けの工夫と人とかかわる活動
とが相互に作用し合うことが必要である。

2　伝え合う楽しさを共有する
　伝え合う楽しさを共有するとは，自分と他者とが互
いの思いや考えを相手に伝えるために，伝え方を工夫
したり評価したりしながら，伝わったときに湧き上が
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　これからの国語科では，様々な立場に立って自分なりに思い描いた考えを他者に提示したり，相手の考えの根拠に
思いを巡らしたりしながら，他者と読みを伝え合うための対話力を身に付けた子どもを育てることが大切である。本
研究では，伝え合う楽しさをペアやグループで共有する子どもの姿をめざして，昔話のとっておきを他者と伝え合う
学習の実践を行った。自分たちが見付けた昔話のとっておきを，どのようにして他者にわかりやすく伝えるかを，ペ
アの友達と考えを出し合ったり，伝え方を話し合ったりして，自分たちの「昔話のとっておき」を生き生きと伝えあ
う姿が見えてきた。
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図 1　これからの国語科でめざす姿
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る喜びや感動をともに味わうことである。共有する楽
しさは，自分の発見や考えと他者の発見や考えとに，
共通点や相違点を見出した
ときに生まれると考える。

3　伝え合う楽しさを共有する国語科学習
　伝え合う楽しさを共有する国語科学習とは，個で創
造した読みや考えを他者に発信したり，他者の読みや
考えを受信したりする双方向的な言語活動において，
両者の読みの共通点や相違点を見出すことで，自分の
読みの確かさを感じたり，それまで気付かなかった新
たなを読みを創造したりして達成感や満足感を味わう
学習のことである。伝え合う楽しさを共有する学習に
おいては，よりよく読むための方法を出し合ったり，
表現するために自分たちのイメージを突き合わせたり
しながら，表現や読みの課題を解決していく姿をめざ
すべきである。そこで，伝え合う楽しさを共有する国
語科学習では，国語科の特質である「読む能力」を中
核にした「豊かな学力」と，「対話力」を中核とした「人
と働く力」の両面からめざす子どもの姿を設定する。

めざす子どもの姿
【豊かな学力】
○ 　人物の行動や会話，優れた叙述に着目し，想像
を広げて読むことができる。（読む能力）
○ 　古典を読んだり紹介したりして，伝統的な言語
文化に触れることの楽しさや昔の人のものの見方
や考え方を味わうことができる。
　（伝統的な言語文化に関する事項）
○ 　進んで昔話を見つけたり紹介したりして読書を
楽しむことができる。（関心・意欲・態度）

【人と働く力】
◎ 　読みの課題の解決に向けて，自分の考えを伝え
たり，友達の考えを聞いたりしながら，考えを一
つにまとめたり，よりよい考えを創り出したりす
ることができる。  （対話力）

Ⅲ　研究副主題の説明
1　ペアでの紹介活動
　ペアでの紹介活動とは，子どもたちが，文章を読み，
興味を感じたり，伝えたいと思ったりしたことを，ペ
アの友達や他のペアと紹介し合い，互いに読書への関
心を高めていく学習のことである。低学年国語科では，
「読んだ本について好きなところを紹介し合う」言語
活動を通して読書を楽しんだり，「昔話や神話・伝承
などの本や文章を聞いたり発表し合ったり」する指導
事項がある。我が国の伝統的な言語文化である昔話や
神話・伝承を読み，自分たちで見つけたお話のおもし
ろさを友達に紹介することによって，自分たちのお話
に対する思いを深める言語活動である。紹介し合うこ
とを通して，自らの読書生活を豊かにするとともに，
昔話や神話・伝承を読みたい気持ちを友達と共有して
読書の輪を広げていくことができると考える。

2　ペアでの紹介活動を位置付けた学習過程
　ペアでの紹介活動を位置付けた学習過程とは，お話
を読んで伝えたいと感じた発見やおもしろいと感じた
独特な表現を，同じお話を読んだ友達と伝え合って共
有し，他者によりよく伝える内容や方法について話し
合いながら，自分たちの「とっておき」を創り上げて
いく過程のことである。この過程は，「伝えたい対象
に出会い追究する学習課題に気づく段階」，「伝えたい
とっておきをペアの友達とつくる段階」「伝えたいとっ
ておきを発信し，自分たちの学習の成果をあじわう段
階」の 3つの段階で構成される。そのために，チーム
の活かし方や明確な目標設定，チームワーク，シンキ
ングツールなどを取り入れた学習過程を工夫する。

Ⅳ　研究の構想
1　チームの活かし方の工夫
　伝え合う楽しさを共有する国語科学習においては，
個やペアによる読みの創造，他のペアとの磨き合い，
学級全体での交流といった目的や段階に応じたチーム
による学習が必要である。具体的には以下の表の通り
である。

図 2　伝え合う楽しさとは

図 3　伝え合う楽しさを共有する姿
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2　チームワークの位置付けを工夫した活動構成
　紹介する対象に応じてソロとチームワークを組み合
わせる活動構成の工夫を行う。単元の導入段階では，
お話の「とっておき」を個で発見し紹介し合うので，
ソロからチームワーク 1へとつなぐ活動構成になる。
学級の友達や保護者等に紹介する展開段階では，紹介
する「とっておき」を見合うチームワーク 2と協力し
て紹介するチームワーク 3を組み合わせた活動構成と
なる。

3　わかりやすくて魅力的な目標の設定
　昔話や神話・伝承のおもしろいところを紹介し合い
互いに読書への関心を高めるための学習では，「読ん
でみたい」という気持ちになった友達の直接的な評価

が有効である。ペアの友達，学級の友達，隣の学級の
友達と紹介する対象を広げながら，おもしろいと感じ
た気持ちを伝える「読みたいシール」を集めていくの
である。「今日は友達からいくつシールをもらうかな」
という獲得目標を設定することで，発見したとってお
きのおもしろさを伝える意欲を高めるという「適度な
困難さ」を含んだ目標となる。集めた「読みたいシー
ル」の数は，紹介した昔話を読んでみたくなった友達
が増えたことを示すので，「測定しやすさ」を満たし
た目標である。また，おもしろいところをどのような
方法や順序でいくつ紹介できるのか見通しをもたせる
ことで，「近づきやすさ」のある目標にしていくこと
ができる。

Ⅴ　指導の実際
1　単元名
　第 1 学年
　みつけよう，つたえよう，おはなしの とっておき

～むかしばなしが　いっぱい～

2　本単元の目標
○ 登場人物の言動に着眼してあらすじを読み取り，好
きな場面を中心に創造を広げながら読むことができ
る。  （読む能力）

○ 昔話の読み聞かせを聞いたり読んだりして見つけた
とっておきのおもしろさを紹介することができる。
  （伝統的な言語文化に関する事項）

○ 進んで昔話を見つけたり紹介したりして伝統的な言
語文化に触れ，読書を楽しむことができる。
  （関心・意欲・態度）
◎ 友達と話し合いながら，お話紹介をつくることがで
きる。  （対話力）

表 1　チームの考え方
チーム形態 チームの構成員

チームの機能
ペア 同じお話を選んで読んだ友達

伝える内容や方法を創り上げる想像・
創作機能

ペア間  同じテーマを選んで読んだ友達
ペアで創ったものを伝え合い磨き合う
評価機能

学級全体 同じ追究課題を解決する友達
読みの課題の設定や解決を行う課題解
決機能

図 4　ペアでの紹介活動を位置付けた活動構成の工夫
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3　本単元の構成
　本単元では，昔話などのお話の読み聞かせしても
らったり，自分たちでも選んで読んだりしながら，同
じ話を読んだ子ども同士でペアを組んで，読み聞かせ
してくれたお母さんたちに紹介する学習を設定する。
導入段階では，読み聞かせボランティアを募り，「1
の 1お話会」を開く。この活動により子どもたちの中
に，昔話に対する興味や読み聞かせに取り組んでみた
いという意欲をもたせる。展開段階では，「ぼくたち・
わたしたちが見つけたお話のおもしろさを伝えよう」
という課題意識のもと，ペアに分かれてお話を読み，
お話のおもしろさの伝え方を学びながら「1の 1のお
はなしおんがえし」に向けた活動を行う。発展段階で
は，ペアで考えて練習してきたお話を読んで聞かせた
り，発見したおもしろさを伝えたりして「1の 1おは
なしおんがえし」を行う。

4　指導の実際と考察

気づく段階：1 ～ 3 ／ 10 時
　おうちの方の読み聞かせを聞いたり，お話を見つ
けて読んだりして，学習の見通しにつ いて話し合
う。

　気づく段階では，昔話や神話などのお話に出合わせ
て，お話の楽しさに触れたり，自分もお話をさがして
読みたいという意欲を高めたりすることをねらいとし
ている。そのために，まず，学級の保護者に読み聞か
せのボランティアを募り，子どもたちに 4つのお話の
読み聞かせを行う機会を設定した。お話はそれぞれ，
「かちかち山」「鶴の恩返し」「ももたろう」「一休さん」
である。読み聞かせの終わりに読み手であるお母さん
方から，「他にも○○が出てくるお話があってら教え
て下さいね。」という課題を話してもらい，子どもた
ちに今後の学習に対する課題意識をもたせた。また，
次の時間には，4つのテーマに関連したお話 10 編を
含む昔話コーナーを教室に設置し，自由によむ活動を
仕組んだ。Ａ児は写真 1のように「うさぎ」が出てく
るお話「うさぎの商売」を見つけて読み，お話のあら

すじをつかむとともに，聞いたお話と大きく違う点に
気付き，見つけたお話に関心を高めた。

（考察 1）
　子どもたちに今後の学習への課題意識をもたせる上
で，読み聞かせボランティアを募りお話会を開いたこ
とが有効であったと考える。それは，写真 1の自分も
お話を見つけて読んでみたいというＡ児の感想や，2
つのお話を比べて「悪いうさぎもいる」という違いに
気付きお話に興味をもった姿から判断することができ
る。

つくる段階：4 ～ 7 ／ 10 時
　ペアの友達とお話の「とっておき」を伝え合い，
おうちの方たちに紹介するためのプランをつくる。

　つくる段階では，同じテーマのお話を見つけて読ん
だ友達とペアを組み，おうちの方たちに紹介する「1
の 1おはなしおんがえし会」を開くために，お話紹介
をつくることをねらいとしている。そのために，ペア
でお互いが見つけた「とっておき」を出し合ったり，
一緒に紹介の練習をしたりする活動を設定した。そ
の際，とっておきのおもしろさが伝わる紹介にすると
いう内的動機がペアで共有化できるために，また 1年
生という発達段階を考慮して，「よみたいシール」と
いう評価機能を用いた目標設定を行った。シンキング
ツールとして，見つけた「とっておき」をどんな順番
でどのように紹介するのかを選択・決定するための紹

図 5　本単元の構成

わたしは，「かちかち山」の

おはなしをよんでもらいまし

た。とてもやさしいうさぎが

出てきて，おばあさんのかた

きをとってあげました。ほか

にも「うさぎ」が出てくるの

があったら，よんでみたいで

す。

みなさんも「うさぎ」が
出てくるお話をさがして，
読んでみて下さいね。

「うさぎ」が出てくるお
話を見つけたぞ。なんだか
悪いうさぎだな。

写真 1　 読み聞かせのお話と似たお話を見つけて読
むＡ児
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介プランを活用させた。また，紹介プランを付加修正
するための材料として，紹介モデルの提示を行った。

（考察 2）
　読み聞かせてもらったお話と見つけたお話の違いを
読み取り，お話紹介をつくるという「読む能力」を高
める上で，「読みたいシール」による目標設定を行っ
たこと，紹介プランを活用したことは有効であったと
考える。それは，お話のおもしろさがよりよく伝わる
ために，とっておきを付け加えようとしてお話を読み
直したり，紹介プランに取り入れたりしようとしてい
る姿からうかがえる。また，同じお話を読んでも，お
互いにおもしろいと感じるところが違うことに気付い
たり，自分では気付かなかったお話のおもしろさに気
付いたりしながら（写真 3）いっしょにお話を紹介し
ようとする姿（写真 4～ 5）から，言語に関する知識・
理解・技能や人と働く力の中の対話力が高まったこと
をうかがうことができる。

あじわう段階：8 ～ 10 ／ 10 時
　 おうちの方たちにお話の恩返しをする「1の 1お
はなしおんがえし会」を行う。

　あじわう段階では，子どもたちが，おうちの方に見
付けたお話のとっておきを紹介するという単元を貫く
課題を解決することをねらいとしている。そのために，
読み聞かせをしてくれたボランティアの方を始め，す
べての保護者に，お話のとっておきを伝える機会を設

Ａ児：○○さんたちは，一番好きなうさぎの紹

介をしていたね。

Ｂ児：ぼくたちも，ずるがしこいうさぎってい

うことにしよう。

Ａ児：どこに入れる。

Ｂ児：音読の前がいい。こんなうさぎを見つけたっ

て言おう。

児童によるモデル提示

紹介プランを見直す場の設定

写真 2　 モデルを見て自分たちの紹介を見直すＡ児ペア

読む能力

Ａ児：最後に，どんなうさぎかというのを入れ

たほうがいいよ。

Ｂ児：そうだね。「かちかち山」と違って，悪

いうさぎってことを入れたらおもしろい

かもね。

Ａ児：じゃあ，ここに（紹介の言葉を）書くね。

写真 3　 読みたいシール獲得のために紹介プランを見
直す姿

写真 4　他チームと評価し合う姿

したきりすずめはどんなおはなしか

わかったけど，おもしろいとおもったところが
なかったな。

そうだね。あらすじはよかったし，
よみかたもおもしろかったから，シール
２まいあげようね。

人と働く力（対話力）

①うさぎが，にわとりを
だますところをよんだ
ほうがいいよ。

②じゃあ，ぼくが

うさぎのところを
よむよ。

③そしたら，わたしが，
にわとりをよむね。

人と働く力（対話力）

写真 5　役割分担して音読をしようとするペアの姿

資料 1　学習前後のＡ児ペアの紹介プランの比較
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定した。子どもたちが 2つのペアで協力して，つくっ
てきたお話紹介プランをもとに，とっておきのおもし
ろさを伝える姿が見られた。

（考察 3）
　昔話のおもしろさや独特の語り口調や表現に気付
き，それらのよさを味わいながら伝統的な言語文化に
親しむという豊かな学力を育む上で，「おはなしおん
がえしかい」が有効であったと考える。これは，紹介
プランを作成し，ペアで練習したり，他のペアと互い
の紹介を見合って評価したりしながらチームでの学び
を積み上げてきたことが有効に働いたからである。写
真 6に見られるようにおはなしおんがえしかいを位置
付けることによって，友達との協力で成功したことを
喜ぶ達成感や，自分たちの学習の成果が相手に伝わっ
た成就感を味わう姿が見られた（関・意・態，人と働
く力）。

Ⅵ　全体考察
　考察 1と考察 2からわかるようにお話のとっておき
を伝えたいという課題意識をもって進んでお話紹介を
つくろうとする姿が見られた（関心・意欲・態度，知識・
理解・技能）。また，考察 3から，ペアやチームの友
達と協力してお話紹介をする姿やともに達成感を味わ
う姿から人と働く力が高まったととらえることができ

る。これは，ペアで紹介プランをつくり，他のペアと
チームを組んで互いの紹介を見合う活動が有効だった
からであると考える。単元前と比較すると，学級全体
として資料 2からわかるように，友達とお話を読んだ
り表現したりすることに興味をもち，人と働く力の高
まりが見られた。このことから，ペアでの紹介活動を
位置付けた学習過程が有効に働き，伝え合う楽しさを
共有する子どもが育ったと言える。

Ⅶ　成果と課題

○チームの活かし方
　ペアや，ペア間での活動が，自分たちの読みを出
し合い，進んでお話紹介をつくろうとする姿につな
がった。
○学習過程の工夫
　紹介プランの活用や読みたいシールによる評価活
動が有効に働いた。
●課題
　「話すこと・聞くこと」や「書くこと」の領域に
おけるペアでの紹介活動の開発。
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お母さんたちに見られて，とても緊張したけど，
上手にできてよかったです。わたしたちが
見つけたとっておきは，ずる賢いうさぎが出る

お話だったけど，お母さんたちが知らないお話
だったので，とても喜んでもらえました。
二人で協力して成功したのですごくうれしいです。

ぼくは，うまく紹介できるか心配だったけど，
お母さん方が笑ってくれたので，正直言って

嬉しかったです。ＤくんとＣさんは，すごく
きびしい審査をしてくれたけど，最後の
発表の時は，Ａさんと練習して，にわとりと
うさぎの声を変えて読んだり，おすすめの
言葉を言ったりしたので，よかったです。

写真 6　学習後のＡ児ペアの感想
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資料 2　人と働く力の変容


